
ベスト・シーニックバイウェイズ・プロジェクト
の実施の流れ

資料２－１

●応募登録条件

（１）応募登録件数

プロジェクトの募集

●表彰
最優秀賞１件（指定ルートを対象）

（１）応募登録件数
平成２４年度に取り組んだ各ルート「２プロジェ

クト」程度

（２）応募登録条件
①指定ルートの場合
・２年以上の実績を有する活動
・過年度に「最優秀賞」を受賞した活動は応募不

可。最優秀賞以外の賞を受賞した活動は、前回
改善

最優秀賞 件（指定 トを対象）
優秀賞２件（指定ルートを対象）
ルート審査委員特別賞（指定・候補ルートを対象）

からの改善、向上が認められることを必要とする。

②候補ルートの場合
・ルート登録以前から継続実施している活動も応募可
能

・過年度にルート審査委員特別賞を受賞した活動は、
前回からの改善、向上が認められることを必要とす
る。

応募プロジェクトの登録

【必要書類】
①取り組み概要説明資料
（２種類）

【登録数】
・指定ルート：１４プロジェクト
・候補ルート： １プロジェクト（２種類）

【提出先】
・推進協議会事務局

応募プロジェクトの公開

・シーニック電子会議室での公開及び各

候補ル ト： １プロジェクト

審査委員会による選定 ２／２４

ルートからの投票を実施。

※６／２４
推進協議会推進協議会において各賞を決定
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ベスト・シーニックバイウェイズ・プロジェクトの講評 

 

 

《ルート審査委員会による講評》 

本表彰制度に登録されたプロジェクトの審査にあたっては、シーニックバイウェイ北

海道の推進に向けて、他の模範となるルート活動の積極的な創出、啓発、普及を目

的に、活動の持続性、地域への浸透・波及性、ルート運営の基盤強化、ブランド形成

や活用、人材育成の充実などの視点から総合的に評価し、各賞の選出を行った。 

いずれの取組も、地域の特長の活用と創意工夫が見受けられ、シーニックバイウェ

イ北海道の持続的推進や発展に貢献する取組と評価できる。 

その中から、当該ルートの代表的な取組に留まることなく、他のルートへの波及・展

開や今後のシーニックバイウェイ北海道全体のブランド化への貢献なども含め、将来

への発展性が高く評価できる取組を「最優秀賞」として推薦するものである。 

なお、この受賞をきっかけに、広く認められるプロジェクトに成長するためのひとつ

のステップと捉えていただき、今後ともプロジェクトに係わる人材の育成や地域におけ

る活動の輪の拡大、定着などに努めていただき、さらなる質の向上や発展へ向けた

取組を大いに期待したい。 

 

■最優秀賞 （ベスト・シーニックバイウェイズ・プロジェクト） 

プロジェクト名 トカプチまる得めぐり券事業 

ルート名 トカプチ雄大空間 

選出理由及び今後の発展に向けての期待 

本取組は、本格的な収益型の取組としてシーニック初の試みであること、ま

た、スタートから３年が経過し、着実に販売実績が上がり、しっかりと収益を出し

ている点が非常に評価できる。さらに、この実績により、旅行会社の商品に組み

込まれるなど、今後更なる広がりも期待でき、他のルートの見本となる取組であ

る。 

 

 

■優秀賞（２件） 

プロジェクト名 「釧路湿原-阿寒-摩周バリフリツーリズム」推進体制づくり 

ルート名 釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイ 

選出理由及び今後の発展に向けての期待 

本取組は、バリアフリーツーリズムの実現に向け、一歩一歩着実に取り組んで

いる点が評価できる。また、旭川のＮＰＯと連携し、広域的な取組となっている点

も評価できる。今後は、継続的に活動できる事業となることを期待したい。 

資料２－２ 
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プロジェクト名 人と未来をつなぐ 100 年の木プロジェクト 

ルート名 ４ルート連携事業：大雪・富良野ルート、十勝平野・山麓ルー

ト、トカプチ雄大空間、南十勝夢街道 

選出理由及び今後の発展に向けての期待 

本取組は、これまでにはない、４つのルートが連携した広域的な取組で、画期

的である。また、道路空間の利活用という点も評価できる。今後は、タイトルの通

り息の長い活動を期待したい。 

 

 

■審査委員特別賞 

プロジェクト名 タカラモノプロジェクト 

ルート名 支笏洞爺ニセコルート 

選出理由及び今後の発展に向けての期待 

本取組は、地域に自生する野草や捨てられている資源を使い、新たな価値を

見いだすというアイデアは評価でき、将来が楽しみ。今後、この取組を軌道に乗

せ、地域の経済活動活性化に期待したい。 
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ル
ト

名

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名

十
勝
シ

ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ

ト
カ
プ
チ
雄

大
空

間

ト
カ
プ
チ
ま
る
得
め
ぐ
り
券
事
業

最
優
秀

賞

①
活
動
概
要

「
ト
カ
プ
チ
ま
る
得
め
ぐ
り
券
」

*
1)
の
事
業
を
通
じ
て
、
ト
カ
プ
チ
雄
大
空
間
ル
ー
ト
内
の
観
光
施
設
や
見
ど
こ
ろ
を
「
み
ち
」
で
つ
な
ぎ
、
互
い
の
強
み
を
連
携

さ
せ
る
こ
と
か
ら
質
・
量
と
も
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
上
げ
た
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
「
ト
カ
プ
チ
ま
る
得
め
ぐ
り
券
」
の
お
得
な
サ
ー
ビ
ス

を
観
光
の
お
客
さ
ま
に
売
り
込
み

ト
カ
プ
チ
雄
大
空
間
の
ル

ト
内
の
観
光
施
設
を
巡

て
も
ら
い

ひ
い
て
は
交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
持
続
可
能
な
経
済
活
動
を

ル
ー

ト
名

十
勝

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ

ト
カ
プ
チ
雄

大
空

間

を
観
光
の
お
客
さ
ま
に
売
り
込
み

、
ト
カ
プ
チ
雄
大
空
間
の
ル
ー
ト
内
の
観
光
施
設
を
巡
っ

て
も
ら
い
、
ひ
い
て
は
交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
持
続
可
能
な
経
済
活
動
を

始
め
る
一
助
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
＜

*
1)
ル
ー
ト
内
の
施
設
で
利
用
で
き
る
”
お
得
券
”
＞

②
活
動
の
体
制

＜
ト
カ
プ
チ
ま
る
得
め
ぐ
り
券

概
要

図
＞

●
ガ
ー
デ
ン
+
ス
イ
ー
ツ
・
フ
ー
ド
・
ド
リ
ン
ク
券
（1

,2
0
0
円

）
対

応
施

設

（
ガ
ー
デ
ン
施

設
入

場
券

1
枚

+
ス
イ
ー
ツ
・フ

ー
ド
・
ド
リ
ン
ク
他

引
換

券
2
枚

、
ば
ん
え
い
競

馬
入

場
無

料
券

付
）

【
ガ
ー
デ
ン
＆

施
設
】

ガ
ー
デ
ン
+
ス
イ
ー
ツ
・

フ
ー
ド
・
ド
リ
ン
ク
1
,2
0
0
円

＜
ト
カ
プ
チ
ま
る
得
め
ぐ
り
券

概
要

図
＞

●
温

泉
+
フ
ー
ド
・
ド
リ
ン
ク
券

（
2
,0
0
0
円

）
対

応
施

設
（
十
勝
川

温
泉

入
浴

券
1
枚

+
フ

ド
・
ド
リ
ン
ク
他

引
換
券

2
枚

ば
ん
え
い
競

馬
入

場
無

料
券

付
）

【
ガ

デ
ン
＆

施
設
】

真
鍋
庭
園
・
紫
竹
ガ
ー
デ
ン
・
お
び
ひ
ろ
動
物
園
・
帯
広
百
年
記
念
館
・
ば
ん
え
い
十
勝
・
十
勝
ヒ
ル
ズ

【
ス
イ
ー
ツ
・
フ
ー
ド
・
ド
リ
ン
ク
他

】

と
か
ち
む
ら
・
と
か
ち
物
産
セ
ン
タ
ー
・
北
の
屋
台
・
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
・
ダ
ン
デ
ラ
イ
オ
ン
ド
ー
ナ
ツ
・
新
嵐
山
荘
・

焼
肉

K
A
G
U
R
A
・
す
ず
喜

・
柳

月
ス
イ
ー
ト
ピ
ア
ガ
ー
デ
ン
・
ま
き
ば
の
家

・
池

ワ
イ
ン
城

・
道

の
駅

ス
テ
ラ
★

ほ
ん
べ
つ

③
苦
労
し
た
点
や
工
夫
し
た
点

温
泉

+
フ
ー
ド
・
ド
リ
ン
ク

2
,0
0
0
円

（
十
勝
川

温
泉

入
浴

券
1
枚

+
フ
ー
ド
・ド

リ
ン
ク
他

引
換
券

2
枚

、
ば
ん
え
い
競

馬
入

場
無

料
券

付
）

【
温
泉
・
ば
ん
え
い
競
馬
】

第
一

ホ
テ
ル
・
観

月
苑

・
笹

井
ホ
テ
ル
・
ば
ん
え
い
十

勝

【
フ
ー
ド
・
ド
リ
ン
ク
他

】

と
か
ち
む
ら
・
真
鍋
庭
園
・
紫
竹
ガ
ー
デ
ン
・
北
の
屋
台
・
と
か
ち
物
産
セ
ン
タ
ー
・
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
・

ダ
ン
デ
ラ
イ
オ
ン
ド
ー
ナ
ツ
・

す
ず
喜
・
柳
月
ス
イ
ー
ト
ピ
ア
ガ
ー
デ
ン
・
十
勝
ヒ
ル
ズ
・
ま
き
ば
の
家
・
池
田
ワ
イ
ン
城
・

道
の
駅
ス
テ
ラ
★

ほ
ん
べ
つ

③
苦
労
し
た
点
や
工
夫
し
た
点

【
苦
労
し
た
点
】

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
料
金
設
定
や
、
付
与
サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
の
検
討
を
何
度
も
行
っ
た
。

【
工
夫
し
た
点
】

今
年
度
は
関
係
機
関
と
の
調
整
な
ど
、
早
い
段
階
か
ら
準
備
を
始
め
て
Ｇ
Ｗ
前
4
月
末
か
ら
の
販
売
を
行
っ
た
。

昨
年
度
の
経
験
を
踏
ま
え
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
「
ガ
ー
デ
ン
＆
ス
イ
ー
ツ
」
と
「
温
泉
・
フ
ー
ド
・
ド
リ
ン
ク
」
付

の
２
種
類
を
販
売
。

④
活
動
の
効
果

道
駅

テ
ラ
★
ほ
ん

今
年
度
は
4
月
末
か

ら
販
売
を
開
始
！

④
活
動
の
効
果

今
年
度
で
3
年
目
の
事
業
と
な
る
ト
カ
プ
チ
雄
大
空
間
内
の
施
設
を
お
得
に
め
ぐ
る
「
ト
カ
プ
チ
ま
る
得
め
ぐ
り
券
」
（
1
,
2
0
0
円
、
2
,
0
0
0
円
の
2
種
類
）
を
販
売
し

た
。
ル
ー
ト
内
の
観
光
施
設
2
0
箇
所
、
市
内
ホ
テ
ル
13
箇
所
、
観
光
案
内
所
等
8
箇
所
と
販
売
箇
所
を
拡
大
し
、
委
託
販
売
と
と
も
に
相
互
の
施
設
に
お
い
て
P
R
活
動
を

実
施
し
た
。
（
一
般
販
売
：
3
2
6
枚
）

⑤
今
後

動
定
等

⑤
今
後

の
活

動
予

定
等

今
年
度
の
結
果
を
受
け
て
、
平
成
2
5
年
度
は
、
「
と
か
ち
ガ
ー
デ
ン
ス
イ
ー
ツ
温
泉
チ
ケ
ッ
ト
」
と
名
称
お
よ
び
企
画
内
容
を
変
更
す
る
。

ま
た
、
J
R
北
海
道
お
よ
び
J
T
B
の
旅
行
商
品
に
組
み
込
み
が
決
定
し
、
更
な
る
販
売
促
進
を
期
待
し
て
い
る
。

今
後
も
関
係
施
設
や
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
売
り
込
み
を

行
っ
て
定
期
的
な
収
入
に
な
る
よ
う
、
販
売
先
を
広
げ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
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釧
路
湿
原
・
阿
寒
・
摩
周
シ

ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ

「
釧
路
湿
原

-阿
寒

-摩
周
バ
リ
フ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
推
進
体
制
づ
く
り

優
秀
賞

ル
ト

名

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名

バ
リ
フ
リ
モ
ニ
タ
ー
調

査
の

様
子

釧
路

湿
原

・
阿

寒
・
摩

周
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ

①
活
動
概
要

平
成

21
年
度
に
実
施
し
た

W
eb

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
阿
寒
湖
温
泉
の
介
護
福
祉
施
設
や
宿
泊
施

設
と
連
携
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
観
光
客
や
高
齢
の
観
光
客
の
受
入
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
昨
年
度
は

ル
ー

ト
名

調
査
員
と
し
て
高
齢
者
を
招
い
た
が
、
今
年
度
は
脊
椎
損
傷
で
車
い
す
生
活
の
女
性
と
そ
の
お
母
様
を
調
査

員
と
し
て
招
き
、
モ
ニ
タ
ー
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
、
地
域
全
体
で
の
「
お
も
て
な
し
の
環
境
づ
く
り
」
に
取
り
組
む

た
め
に
、
シ
ー
ニ
ッ
ク
カ
フ
ェ
ス
タ
ッ
フ
や
接
客
業
に
携
わ
る
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
勉
強
会
を
開
催
し
た
。

②
活

動
の
体

制
●

実
施

主
体

②
活

動
体

制
釧

路
sb

w
観

光
交

流
部

会
＜

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
企

画
・
運

営
＞

●
ツ
ア
ー
協

力
：
宿

泊
ホ
テ
ル

の
提

供
な
ど

N
P

O
法
人
阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推

進
機

構
●

ツ
ア
ー
協

力
：
介

護
ヘ
ル

パ
ー
の

派
遣

な
ど

N
P

O
法

人
和

（
阿

寒
湖

畔
な
ど
）

③
苦
労
し
た
点
や
工
夫
し
た
点

【
苦

労
し
た
点

】
旅
程
を
検
討
す
る
際
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
施
設
（
ト
イ
レ
な
ど
）
の
位
置
情
報
が
整
理
さ
れ
て

お
ら
ず
苦

労
し
た

ま
た

多
少

の
バ

リ
ア
が

あ
て
障

が
い
者

が
困

た
際

に
現

地
の

施

N
P

O
法

人
阿
寒
観
光
協
会

ま
ち

く
り
推

進
機

構
あ
か
ん
遊
久
の
里

鶴
雅

N
P

O
法

人
和

（
阿

寒
湖

畔
な
ど
）

N
P

O
法
人
「
旅
と
ぴ
あ
北
海
道
」
（
旭
川
）

④
活
動
の
成
果

お
ら
ず
苦
労
し
た
。
ま
た
、
多

少
の

バ
リ
ア
が

あ
っ
て
障
が
い
者
が
困

っ
た
際
に
、
現
地
の
施

設
側

で
あ
る
程

度
の

対
応

が
で
き
る
か

と
い
っ
た
情

報
が

な
く
、
一

軒
ず
つ
電

話
で
確

認
し
た
。

【
工

夫
し
た
点

】
3泊

4日
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
中
は
介
助
ス
タ
ッ
フ
が
常
に
同
行
し
、
モ
ニ
タ
ー
の
意
向
や
体
調
、

施
設
の
対
応
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
臨
機
応
変
に
ツ
ア
ー
行
程
を
変
更
し
な
が
ら
実
施
し
た
。

④
活
動
の
成
果

◆
旭
川
の
N
P
O
法
人
と
連
携
し
て
地
域
を
超
え
た
モ
ニ
タ
ー
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
広
域
的
な
バ
リ
フ
リ

ツ
ア
ー
の
ニ
ー
ズ
、
可
能
性
を
実
感
で
き
た
。
一
方
で
観
光
拠
点
間
の
公
共
交
通
を
利
用
し
た
移
動

で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
対
応
、
協
力
が
不
可
欠
と
い
っ
た
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

◆
モ
ニ
タ
ー
調
査
を
通
じ
て
ツ
ア
ー
協
力
者
（
介
護
福
祉
施
設
や
宿
泊
施
設
）
と
の
連
携
が
深
ま
り
、

⑤
今
後
の
活
動
予
定
等

事
業
化
に
む
け
て
良
い
関
係
が
構
築
で
き
た
。

事
業
化
に
向
け
た
受
け
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
料
金
体
系
の
整
理
を
始
め
て
お
り
、
地
域
全
体
で
お
も
て

な
し
で
き
る
具
体
的
な
体
制
づ
く
り
を
行
う
。
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大
雪
・
富
良
野
ル

ト
十
勝
平
野
・
山
麓
ル

ト
ト
カ
プ
チ
雄
大
空
間

南
十
勝
夢
街
道

人
と
未
来
を
つ
な
ぐ
１
０
０
年
の
木

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

優
秀
賞

ル
ト

名

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名

①
活
動
概
要

北
海
道
観
光
の
道
し
る
べ
と
な
る
「
サ
イ
ン
ツ
リ
ー
」
を
、

シ
ー
ニ
ッ
ク
4
ル
ー
ト
と
北
海
道
ガ
ー
デ
ン
街
道
協
議
会
、
地
域

が
体

と
な

て
上
川

十
勝
間
の
幹
線
道
路
の
沿
道
に
植
樹
し

大
雪

・
富

良
野

ル
ー
ト
、
十
勝
平
野
・
山
麓
ル
ー
ト
、
ト
カ
プ
チ
雄
大
空
間

、
南
十
勝
夢
街
道

―
経

緯
―

H
2
2
.1
1
月

Ｓ
Ｂ
Ｗ
と
街
道
協
議
会
に
参
加
す

る
団
体
か
ら
広
域
連
携
提
案

（
H
2
2
1
2
月
～

H
2
3
8月

内
部
調
整
）

約
2
2
0
k
m

ル
ー

ト
名

が
一

体
と
な
っ
て
上
川
～

十
勝
間
の
幹
線
道
路
の
沿
道
に
植
樹
し
、

道
路
交
通
環
境
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
訪
れ
る
人
々
に
地
域

の
要
所
、
景
観
の
優
れ
た
箇
所
、
並
木
、
花
壇
や
庭
園
を
案
内
し
、

お
も
て
な
し
を
行
う
取
り
組
み
。
平
成
2
4年

度
は
連
携
、
に
よ
る

植
樹
祭
、
東
京
大
学

堀
教
授
を
講
師
に
迎
え
勉
強
会
等
も
開
催
。

（
H
2
2
.1
2
月
～

H
2
3
.8
月

内
部
調
整
）

H
2
3
.9
月

シ
ー
ニ
ッ
ク
・
ガ
ー
デ
ン
街

道
合
同
会
議

H
2
3
.1
1
月

ガ
ー
デ
ン
街

道
か

ら
各

ル
ー
ト
に

説
明

(各
ル

ー
ト
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参

加
に
合

意
）

約
2
2
0
k
m

②
活
動
の
体
制

美
し
い
北
海
道
景
観
を
育
て
る
会
を
設
立
し
、
活
動
を
推
進
。

H
2
4
.1
月

全
体

会
議

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

の
決

定
や

体
制

検
討

等
、
植

樹
に
関
す
る
勉
強
会

講
師
：
寒
地
土
研

松
田
氏
）

H
2
4
.3
月

全
体

会
議

（
会

の
発

足
、
植

樹
祭

の
概

要
等

の
検

討
）

会
長
：三

井
福
成

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
＆
ガ
ー
デ
ン
街
道

美
し
い
北
海
道
景
観
を
育
て
る
会

各
ル

ー
ト
運

営
行
政

連
絡
会
議

事
務
局

植
樹
計

画
・
植
樹

管
理
の

支
援

（
会

の
発

足
、
植

樹
祭

の
概

要
等

の
検

討
）

H
2
4
.4
月

道
路
占
用
許
可
書
の
交
付

H
2
4
.5
月

第
１
回
植
樹
祭
（
４
箇
所
）

H
2
4
.6
月

全
体

会
議

（
広
報
活
動
、
H
2
5
・
2
6
植
樹
箇
所
等
の
検
討
）

H
2
4
.1
1
月

全
体

会
議

（
企
業
連
携
の
決
定

資
金
運
営
等
の
検
討

大
雪
・
富
良

野
ル
ー
ト

十
勝
平
野

・
山
麓
ル
ー
ト

ト
カ
プ
チ

雄
大
空
間

南
十

勝
夢
街

道

北
海
道

ガ
ー
デ
ン

街
道
協
議
会

事
務
局

副
会
長
：
加
藤
祐
一
・
野
村
文
吾
・

三
浦
祥
嗣
・林

克
彦

技
術
的

な
ア
ド
バ
イ
ス

資
金
確

保
・
植
樹

計
画
等

の
支
援

寒
地
土

研
地
域
景

観
ユ
ニ
ッ
ト

シ
ー
ニ
ッ
ク

バ
イ
ウ
ェ
イ

支
援
セ
ン

③
苦
労
し
た
点
や
工
夫
し
た
点

・
地
域
特
性
に
あ
わ
せ
た
植
樹
箇
所
の
選
定
。

・
植
樹
方
針
や
維
持
管
理
ル
ー
ル
等
の
全
体
の
合
意
形
成
。

・
企
業
連
携
に
よ
る
植
樹
活
動
・
Ｐ
Ｒ
活
動
の
推
進
。

（
企
業
連
携
の
決
定

、
資
金
運
営
等
の
検
討

、
植
樹
に
関
す
る
勉
強
会

講
師
：
東
京
大
学

堀
教
授
）

の
支
援

タ
ー

企
業
連
携
に
よ
る
植
樹
活
動

Ｐ
Ｒ
活
動
の
推
進
。

④
活
動
の
効
果

・
新
し
い
景
観
の
創
出
と
と
も
に
、
景
観
修
景
を
行
い
な
が
ら
、

適
切
な
誘
導
案
内
や
目
的
地
案
内
を
行
う
。

・
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
や
ガ
ー
デ
ン
街
道
な
ど
の
広
域
観
光

ブ
ラ
ン
ド
の

助
と
な

た
ブ
ラ
ン
ド
の
一
助
と
な
っ

た
。

⑤
今
後
の
活
動
予
定
等

・
今
後
２
年
間
で
約
２
０
０
本
を
植
樹
予
定
。

・
地
域
協
働
に
よ
る
継
続
的
な
維
持
管
理
を
実
施
。

・
更
な
る
企
業
や
団
体
と
の
連
携
を
推
進
。

ヤ
マ
ナ
ラ
シ

エ
レ
ク
タ

【
樹

齢
約

30
年

H
=1

0m
】

【
植

樹
祭
時

H
=2

.5
m
】
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支
笏
洞
爺
ニ
セ
コ
ル

ト

タ
カ
ラ
モ
ノ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ル
ー

ト
審
査
委
員
特
別
賞

ル
ト

名

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名

①
活
動
概
要

「
支
笏
湖
や
洞
爺
湖
で
駆
除
さ
れ
て
い
る

ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
を
食
べ
ら
れ
な
い
か
？
」

と
い
う
何
気
な
い
一
言
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

そ
の
後
、
色
々
な
議
論
や
試
行
錯
誤
を
経
て
い
く
う
ち
に
季
節
の
変
化
と
と
も
に
ど
ん
ど
ん
形
を
変
え
な
が
ら
最
終
的
に
落

支
笏
洞
爺
ニ
セ
コ
ル

ー
ト

ル
ー

ト
名

そ
の
後
、
色
々
な
議
論
や
試
行
錯
誤
を
経
て
い
く
う
ち
に
季
節
の
変
化
と
と
も
に
ど
ん
ど
ん
形
を
変
え
な
が
ら
最
終
的
に
落

ち
着
い
た
の
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
も
の
や
こ
れ
ま
で
見
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
に
“
光
”
を
あ
て
て
『
地
域
の
宝
物

☆
』
と
し
て
再
活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
単
な
る
「
体
験
」
や
「
交
流
」
に
と
ど
ま
ら
ず
に
こ
れ
ま
で
捨
て
ら
れ
て
い
た
モ
ノ
や
見
向
き

も
さ
れ
な
か
っ
た
モ
ノ
に
『
光
』
を
あ
て
、
“
新
た
な
付
加
価
値
”
を
つ
け
よ
う
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
活
動
の
体
制

左
）
支

笏
湖

湖
上

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

様
子

右
）
試
作
版

ほ
っ
ち
ゃ
れ
ヒ
メ
マ
ス
燻
製

②
活
動
の
体
制

①
支
笏
洞
爺
ニ
セ
コ
ル
ー
ト
代
表
者
会
議

・
全
体
企
画
、
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
、
地
域
内
に
お
け
る
合
意
形
成
の
推
進

②
ル
ー
ト
内
の
飲
食
店
、
集
客
施
設

・
試
作
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
、
商
品
販
売

ほ
か

③
旅
行
代
理
店

・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施

ほ
か

③
苦
労
し
た
点
や
工
夫
し
た
点

・
当
初
は
洞
爺
湖
の
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
の
料
理
を
予
定
し
て
い
た
が
、
諸
般
の
事
情
で
事
業
化
を
断
念
し
た
。

・
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
食
材
の
収
集
が
立
ち
遅
れ
た
。
（
特
に
冬
場
は
食
材
調
達
が
困
難
で
あ
る
）

・
広
域
的
な
参
加
呼
び
か
け
が
で
き
ず
、
幅
広
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
。

ス
ベ
リ
ヒ
ユ
ほ

か
地
元
料
理
体
験

洞
爺
湖

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
散

策

広
域
的
な
参
加
呼
び
か
け
が
で
き
ず
、
幅
広
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
。

・
情
報
受
発
信
の
ツ
ー
ル
と
し
て
f
a
c
e
b
o
o
k
の
活
用
が
有
効
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

・
支
笏
湖
の
ホ
ッ
チ
ャ
レ
ヒ
メ
マ
ス
を
壮
瞥
の
リ
ン
ゴ
の
枝
の
チ
ッ
プ
で
炙
っ
て
作
っ
た
燻
製
と
道
端
に

自
生
す
る
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
に
ひ
と
手
間
加
え
オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
ッ
ピ
ン
グ
と
し
『
一
枚
の
ピ
ザ
』
と
し
て
完
結

④
活
動
の
効
果

・
地
域
に
お
い
て
活
用
で
き
そ
う
な
食
材
や
調
理
法
に
関
す
る
調
査
等
を
実
施
し
試
作
す
る
こ
と
で

ヒ
メ
マ
ス
燻
製
づ
く
り
体
験

（
壮
瞥
果
樹
園
の
林
檎
剪
定
後
の

・
地
域
に
お
い
て
活
用
で
き
そ
う
な
食
材
や
調
理
法
に
関
す
る
調
査
等
を
実
施
し
試
作
す
る
こ
と
で
、

「
今
こ
こ
で
し
か
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
素
材
や
料
理
」
を
創
出
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

・
流
通
の
シ
ス
テ
ム
に
載
ら
な
い
小
さ
な
産
地
の
隠
れ
た
食
材
を
訪
れ
た
方
々
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
食
の
文
化

や
伝
統
的
な
郷
土
料
理
を
見
直
し
、
地
元
の
食
の
文
化
と
味
を
“
伝
え
”
“
広
め
”
“
楽
し
む
”
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

⑤
今
後
の
活
動
予
定
等

○
平
成

23
年
度

資
源
発
掘

試
行
メ
ニ

「
ピ
ザ
」
の
試
作

モ
ニ
タ

ツ
ア

の
実
施

枝
を
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
に
し
て
利

用
）

○
平
成

23
年
度
：
資
源
発
掘
、
試

行
メ

ニ
ュ

ー
「
ピ
ザ
」
の
試
作
、

モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
の
実
施

○
平
成
2
4
年
度
：
協
力
店
舗
の
発
掘
及
び
提
供
メ
ニ
ュ
ー
の
検
討
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
ほ
か

○
平
成
2
5
年
度
：
商
品
化
に
向
け
た
基
盤
固
め
、
飲
食
店
等
で
の
メ
ニ
ュ
ー
化
ほ
か
（
予
定
）

将
来
的
に
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ベ
ー
ス
に
支
笏
洞
爺
ニ
セ
コ
ル
ー
ト
内
資
源
の
循
環
的
な
利
活
用

及
び
沿
道
景
観
の
維
持
に
つ
な
げ
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

『
ヒ
メ
マ
ス
燻
製
ピ
ザ
』

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
提

供
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
チ
ラ
シ
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平成２５年６月２４日 

シーニックバイウェイ北海道推進協議会 

 

 

ベスト・シーニックバイウェイズ・プロジェクト２０１２ 

                                の各賞決定について（案） 

 

 

標記の表彰制度（ベスト・シーニックバイウェイズ・プロジェクト２０１２）は、シーニッ

クバイウェイ北海道推進の基本方針３．（３）．カ）に基づき、平成２０年度より実施し

ているところ。 

第１０回シーニックバイウェイ北海道ルート審査委員会（平成２５年２月２４日開催）

における審査・推薦により、次のとおり最優秀賞「ベスト・シーニックバイウェイズ・プ

ロジェクト２０１２」並びに各賞の決定を行う。 

 

   

最優秀賞（１件） 

プロジェクト名 ：トカプチまる得めぐり券事業 
ル  ー  ト  名 ：トカプチ雄大空間 

 

優秀賞（２件） 

プロジェクト名 ：「釧路湿原-阿寒-摩周バリフリツーリズム」 

推進体制づくり 
ル  ー  ト  名 ：釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイ 

 

プロジェクト名 ：人と未来をつなぐ 100 年の木プロジェクト 
ル  ー  ト  名 ：４ルート連携事業：大雪・富良野ルート、十勝平野・山麓ルー

ト、トカプチ雄大空間、南十勝夢街道 

 

ルート審査委員特別賞（１件） 

プロジェクト名 ：タカラモノプロジェクト 
ル  ー  ト  名 ：支笏洞爺ニセコルート 

 

なお、上記プロジェクトへの評価は別紙による。 

資料２－３
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